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用語解説 

 

［あ行］ 

アンモニア（NH3） 

し尿臭、刺激臭のある物質で沸点は-33.4℃、融点は-77.7℃、化学式は NH3、分子量は 17.03。

代表的な悪臭物質である。工業的に窒素（N2）と水素（H2）から合成され、化学肥料、合成繊維、

染料などの原料となり、また、天然には生体やその排泄物などの分解、腐敗によって発生する。 

硫黄酸化物（SOx） 

工場や事業場で石炭、重油を燃焼する際、その燃料中に存在する硫黄分が、硫黄酸化物として

排出され大気汚染の原因となる。SOx と略称され、二酸化硫黄（SO2）の他、三酸化硫黄（SO3）、

硫酸ミスト（H2SO4）などが含まれる。特に二酸化硫黄は、呼吸器への悪影響があり、四日市ぜん

そくなどの原因となったことで知られており、大気環境基準が定められている。また、大気汚染

防止法では硫黄酸化物排出基準を定め、更に総量規制も実施している。 

イオンクロマトグラフ法 

液体クロマトグラフ法の一種で、イオン交換体を固定相とした分離カラム内で、試料中のイオ

ン成分をイオン交換により順次展開溶離させ、検出器で分析する。検出には電導度検出器が多く

使われる。 

異常年検定 

現地調査を実施した１年間における風向・風速等の気象観測結果が、平年の気象に比べて異常

でなかったかどうかについて、最寄りの気象官署の過去 10 年程度のデータを用いて統計手法を用

いて検定するもの。 

１時間値 

１時間値とは、通常正時（00 分）から次の正時までの１時間の間に得られた測定値を示す。大

気汚染物質の環境基準は、二酸化硫黄（SO2）、浮遊粒子状物質（SPM）等については、１時間値の

値が決められている。 

一酸化炭素（ＣＯ） 

無色、無臭の気体で、有機物が不完全燃焼したときに発生する。主な発生源は自動車であるが、

その他石油ストーブ、ガスコンロ等からも発生する。呼吸器から体内に入ると血液中のヘモグロ

ビンの酸素運搬機能を阻害するため、高濃度のときは、酸素欠乏症の諸症状である頭痛、めまい、

意識障害を起こすといわれている。 

一般環境大気測定局 

大気の汚染状況や気象について 24 時間観測を行っている測定局で、自動車排出ガス測定局を含

まない。大気汚染防止法第 22 条により、都道府県知事は大気の汚染状況を常時監視するよう定め

られている。 

一般廃棄物 

廃棄物のうち産業廃棄物以外の廃棄物のことをいい、人の日常生活から排出されるごみやし尿

がその主なものである。 

一般廃棄物の処理は市町村の自治事務であるので、市町村は処理計画を定め、それに従って計

画的に収集し、処理しなければならないこととされている。 

また、一般廃棄物のうち、家庭系のものは市町村が自ら処理を行い、事業系のものは事業者が



用語解説 

 －718－                 用語-2 

その責任において処理するのが原則となっている。 

上乗せ基準 

大気汚染防止法第４条第１項及び水質汚濁防止法第３条第３項に基づき、都道府県が国の定め

る一律の排出（水）基準にかえて適用するもので、政令で定める排出（水）基準より厳しい基準

をいう。 

エアカーテン 

施設の出入り口などに空気流の幕をつくり、内外の空気の移動を遮断する設備。 

エコドライブ 

燃費向上のために自動車などのユーザーが行うさまざまな施策や、そうした配慮を行った運転

のことである。燃費だけでなく二酸化炭素削減にも有効な対策のため、地球温暖化防止の一環と

しても推進されている。主な施策として、加減速運転技術に関するもの(急発進禁等)、運転時以

外での燃料消費抑制に関するもの(アイドリングストップ)、道路状況に関するもの(計画的なドラ

イブ)などがある。 

A 特性 

周波数補正特性の一つで、騒音計には必ず備えることとなっている。A 特性を用いて測定した

音圧レベルが騒音レベルであり、単位は dB である。計量法の改正（平成５年 11 月）により音圧

レベルの単位は「dB」となったが、A 補正した音圧レベルが騒音レベルであることから騒音レベ

ルの単位も dB となった。従来、測定値などに、A を付記していたが、補正していない音圧レベル

と併記するなどの紛らわしい場合以外は付記しなくなった。 

Ｎ値 

土質の硬さを示す値。 

塩化水素（HCl） 

大気汚染防止法で有害物質及び特定物質に指定されている。主な発生源は化学工業と廃棄物焼

却炉で、特に塩化ビニル樹脂の焼却時の発生が大きい。水への溶解度が大きいので、水洗と中和

による処理方法が取られる。 

煙源 

大気汚染物質の発生源を煙源といい、煙突が主要な形状であるが、拡散計算では煙源を排出形

態により点煙源、線煙源及び面煙源に分けて扱う。 

音圧レベル 

音の物理的な量を表すための指標で、単位はデシベル（dB）である。騒音の単位のひとつとし

て用いられている。ある音の音圧レベル Lp は、Lp＝20×log(p/p0)で定義される。ここで、p は

ある音の音圧（単位はμPa）で、p0 は基準音圧（20μPa）である。耳が健常である若い人が聞き

取れる周波数 1,000Hz の最小の音の平均的音圧は 20μPa であるので、その値を基準音圧としてい

る。同じ周波数で音圧レベルが２倍になれば、人間には２倍の大きさで聞こえる。しかし、周波

数が異なると同じ音圧レベルの音であっても、人間には同じ大きさの音とは感じられない。人間

が聞き取れる音の周波数は 20Hz～20,000Hz であるが、この範囲において音圧レベルが 130dB 以上

の音は痛みとなって音の感覚でなくなる。一方、人が聞き取れる最小の音は、1,000Hz では音圧

レベルで 0dB であるが、周波数 4,000Hz 程度の音では約-10dB である。 

音響パワーレベル 

ある音響パワーと基準の音響パワー（１pW）との比の常用対数の 10 倍の値。 
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温室効果ガス 

大気中には、温室のガラスと同じように太陽からの可視光線はよく通すが、地球表面から放射

される熱（赤外線）の一部を吸収して地表を暖める「温室効果」をもたらす気体が存在する。こ

のような気体を温室効果ガスと呼び、CO2（二酸化炭素）、メタン、一酸化二窒素、フロン等があ

る。 

 

［か行］ 

回帰式 

二つの変量（xi、yi）の間に、y＝f(x)＋αの関係が与えられる時、x から y を予測することが

できる。このような方程式を回帰式という。 

化学的酸素要求量（COD）（Chemical Oxygen Demand） 

水中の汚濁物質（主として有機物）を酸化剤で化学的に酸化した際に消費される酸素量を mg/L

の単位で表したものをいう。この数値が大きいほど汚濁が著しいことを示す。水中の有機物など

は、溶存酸素を消費し、水中生物の成育を阻害する。このような有機物などによる水質汚濁の指

標として、現在 BOD 及び COD が採用されており、COD は BOD に比べて測定が短時間にできること

や有害物質などによる影響を受けないなどの利点がある。 

化学発光法（窒素酸化物の測定） 

機器に内蔵されたオゾン発生器から発生させたオゾンと大気を反応させると、一酸化窒素とオ

ゾンが反応して励起状態の二酸化窒素となり、これが基底状態に戻るときに光を発生する。この

光強度を測定することにより、一酸化窒素濃度が測定される。二酸化窒素は一酸化窒素に還元し

たのち、もともとの一酸化窒素と合わせて測定するので、窒素酸化物濃度として測定される。し

たがって、二酸化窒素は窒素酸化物濃度と一酸化窒素濃度の差として測定される。 

環境アセスメント(環境影響評価) 

開発事業に伴う公害や自然破壊を未然に防止するため、あらかじめ事業者が、事業の実施が環

境に及ぼす影響について調査、予測及び評価を行うとともに、その結果に対する地域住民等の意

見を聴いて、地域の環境保全に十分な配慮を行うことを環境アセスメントあるいは、環境影響評

価という。 

環境基準 

人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準。国や地方公共団

体が公害対策を進めていく上での行政上の目標として定められるものであり、直接、工場等のば

い煙や排水、騒音の発生を規制する規制基準とは異なる。現在は、大気汚染、水質汚濁、土壌汚

染、騒音について定められている。また、国民の健康を適切に保護できる、十分に安全性を見込

んだ水準で定められていることから、この基準を超えたとしても、すぐに健康に悪い影響が表れ

るというものではない。なお、水質汚濁に係る環境基準には、「人の健康の保護に関する環境基準」

「生活環境の保全に関する環境基準」、騒音に係る環境基準には「騒音に係る環境基準」「新幹線

鉄道騒音に係る環境基準」「航空機騒音に係る環境基準」がある。 

環境基準類型（類型指定） 

水質汚濁及び騒音の環境基準については、国において類型別に基準値が示され、これに基づき

国及び都道府県が河川等の状況、騒音に関係するところの都市計画地域等を勘案し、具体的に水

域、地域にあてはめ、指定していくことをいう。 

環境振動 

ある地点で観測される振動は、様々な振動源からの振動が重なり合っているため、そのレベル
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の時間変化は複雑な様相を呈する。このようにある観測点において観測されるあらゆる振動源か

らの総合された振動を環境振動という。 

なお、本環境影響評価では、事業実施区域敷地境界で測定したものをさす。 

環境騒音 

ある観測点において観測されるあらゆる騒音源からの総合された騒音。 

なお、本環境影響評価では、事業実施区域敷地境界で測定したものをさす。 

逆転層 

水蒸気を含む通常の対流圏中の空気を上空に移動させたとすると、約 6.5℃/km の割合で温度が

低下する性質を持っており、これを中立（状態）と呼ぶが、実際の大気中では時間、場所により

大気の温度の分布が上空へ行くほど低くならず、逆に上昇する場合がある。このような現象を気

温の逆転といい、逆転の起こっている層を逆転層（または気温逆転層）という。逆転層形成の原

因としては、風の弱い晴天の夜間に、放射冷却により地表付近の大気が冷却して起こるもの（接

地逆転層）や、高気圧の圏内で吹き出す空気を補って、上空の気塊が沈降し温度上昇することに

より、地表付近よりも温度が高くなる沈降性逆転などがある。逆転層が生じているような状態で

は、対流が起って気塊が上昇すれば約 6.5℃/km の割合で温度が低下するが、そうすると周りの空

気よりも冷たく（重く）なり、もとの高さの位置に降ろされる。また逆に気塊が下降した場合に

はもとの高さに押し上げられる。従って逆転層内の上下の空気混合が起こりにくくなり、大気汚

染物質が滞留し、高濃度汚染が生じやすくなる。接地逆転層は、秋から冬の夕方・夜間・早朝に

かけて形成されやすい。 

吸音 

ある物体に入射した音のエネルギーが反射しないで、吸収あるいは透過によって減少すること

によって騒音の低減を図ることを言う。主な吸音材には、グラスウール等の細かい繊維を板状に

成型したもの、孔あき板、カーペット、じゅうたん等がある。 

90％レンジ 

累積度数曲線の累積度数 50％に対する値を中央値といい、その５％、95％に対する値で 90％レ

ンジを表す。騒音計の指示値が不規則に変動する場合の騒音レベルの表現の１つで、中央値はそ

のレベルより高いレベルの時間と低い値の時間が半分ずつあることを示す。 

98％値 

環境基準による二酸化窒素の評価を判断する際に、長期的評価の方法として、年間にわたる１

日平均値のうち、低い方から 98％に相当するもの（365 日の測定値がある場合は高い方から８日

目の測定値）で評価を行う。 

寄与濃度 

事業の実施に伴い、煙突排ガスや、建設機械の稼働、工事用車両及び廃棄物運搬車両の走行に

より大気汚染物質が排出されることで、事業実施区域周辺地域において新たに増加する大気汚染

物質濃度のこと。 

寄与率 

環境濃度（寄与濃度＋バックグラウンド濃度）に対する寄与濃度の割合のこと。 

金アマルガム捕集加熱気化冷原子吸光法 

大気中の水銀を、珪藻土粒子等の表面に金を焼き付けした捕集材を充てんした捕集管を用いて

一定流量で吸引捕集すると、大気中の水銀が金アマルガムとして捕集される。これを強熱して発

生する原子状水銀を原子吸光分析装置の吸収セルに導き、分析線波長 253.7nm における原子吸光

を測定して水銀を定量する。 
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クローズドシステム 

焼却等の処理に伴う使用水を再利用あるいは循環利用し、放流を伴わない方式（排水の無放流）

のこと。 

景観資源 

地域の景観を特徴づけている山岳、海岸、地形、生物、植物群落等の自然事象や史跡・名勝、

建造物、町並み等の社会（歴史）事象のことを総称して景観資源と呼んでいる。 

K 値規制 

地上における硫黄酸化物の濃度をできるだけ減少させる目的で設定された規制を K 値規制とい

う。全てのばい煙発生施設に対して、施設ごとに次式により算出された排出量を元に排出規制が

行われており、K 値が小さいほど規制基準は厳しくなる。  

Q＝K×10-3×He2  

ただし、Q  ：硫黄酸化物の許容排出量（m3N/h） 

K  ：地域ごとに定められた定数  

He ：ばい煙排出口の高さ（m） 

健康項目 

水質汚濁に係る環境基準で、人の健康を保護するうえで維持することが望ましい基準として設

定された項目をいう。人の健康を保護するために、カドミウム、シアン、有機燐、鉛、六価クロ

ム、ヒ素、総水銀、アルキル水銀、PCB 等の 27 項目（健康項目）について基準値が設定されてい

る。これらの基準値はすべての公共用水域において一律であり、おおむね水道水の水質基準値と

同じであるが、総水銀、アルキル水銀、PCB については、魚介類の生物濃縮を通じ、食品として

人体に取り入れられる危険性が大きいことから、これを考慮した値となっている。また、健康項

目に挙げられた物質は、有害物質とも呼ばれている。 

光化学オキシダント（Ox） 

大気中の窒素酸化物や炭化水素等が太陽の紫外線を受けて光化学反応を起こして発生する二次

汚染物質で、オゾン、PAN（Peroxy-acetyl-nitrate）等の弱酸化性物質の総称である。この光化

学オキシダントは日差しの強い夏期に多く発生し、目をチカチカさせたり、胸苦しくさせたりす

ることがある。 

降下ばいじん 

大気中の粒子状物質のうち、比較的大きいものが重力や雨の作用によって地上に降下したもの

である。 

公共用水域 

水質汚濁防止法第 2 条で定義されており､河川､湖沼､港湾､沿岸海域その他公共の用に供される

水域及びこれに接続する公共溝渠、かんがい用水路その他公共の用に供される水路をいう。下水

を処理する終末処理場を有する下水道は、公共用水域に含まれない。したがって、終末処理場に

接続していない分流式下水道の雨水管や都市下水路は公共用水域である。特定施設を有する特定

事業場から､公共用水域に汚水を排出するものは､同法の規制を受けることとなる。 

コドラート法 

植物群落構造、底生動物、付着藻類等を調査する際、調査面積を限定し、標本として抽出・調

査した結果から全体を推定するという方法。調査の際には方形の枠を取ることが多く、これをコ

ドラートと呼ぶ。 

ごみピット 

焼却施設に搬入されたごみを一時貯留するために設けるもの。また、ピット内のごみは、ごみ
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クレーンで攪拌することにより、ごみ質を均一化し焼却炉へ投入される。 

 

［さ行］ 

サーマルリサイクル 

ごみ発電など熱やエネルギー源としての物質の再生利用。 

最大着地濃度 

排出された汚染物質が地上に到着するときの最大濃度。 

三点比較式臭袋法 

悪臭の程度を人の臭覚により判定する官能試験法の一種。無臭空気を詰めた三つの袋のうち一

つに希釈した臭気を注入し、それを被験者に選択させることによって、そのにおいが無くなる希

釈倍率（臭気濃度）を求める方法である。 

CNG 車 

圧縮天然ガス（Compressed Natural Gas）を燃料とした自動車のことで、ガソリンや軽油など

を燃料とする車と比較し、燃焼時の NOx（窒素酸化物）の発生が少ない、燃焼時の黒煙の発生が

ない、硫黄などの不純物をほとんど含まないため、SOx（硫黄酸化物）の発生がない、CO2（二酸

化炭素）の発生が少ない等の特徴がある。 

G 特性 

低周波音の人体感覚を評価するため周波数補正特性で重み付けした音圧レベル。 

四塩化炭素 

カーボンテトラクロライド、テトラクロロメタン、パークロロメタンとも呼ばれ、フルオロカ

ーボン類の原料、溶剤、機械洗浄剤、防虫剤などに使用されている。 

紫外線蛍光法 

環境大気中の二酸化硫黄を自動的に連続測定する方法として、「大気の汚染に係る環境基準につ

いて」（昭和 48 年 環境庁告示第 25 号）及び大気汚染防止法施行規則第 18 条において、溶液導電

率法又は紫外線蛍光法を用いることとされている。本調査では、紫外線蛍光法を用いている。二

酸化硫黄が紫外線を吸収して励起状態となって発生する蛍光を検出して、その強度を測定するこ

とにより二酸化硫黄濃度を測定する。 

時間率振動レベル（L10、L50、L90） 

振動の測定において、不規則かつ大幅に変動する場合の振動レベルの表し方の一つで、振動規

制法では、振動計の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合 80％レンジの上端値が採用されてい

る。振動調査の読みとり値から累積度数曲線を作成し、80％レンジ、50％レンジ（中央値）を求

める。 
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時間率騒音レベル（LA5、LA50、LA95） 

騒音レベルがあるレベル以上の時間が実測時間の X（％）を占める場合、そのレベルを X パー

セント時間率騒音レベルという。量記号は、LAX、単位記号は dB である。時間とともに不規則、

かつ、大幅に変動する騒音を表すときに広く用いられており、50％時間率騒音レベル LA50 を中央

値、５％時間率騒音レベル LA5 を 90％レンジの上端値、95％時間率騒音レベル LA95 を 90％レン

ジの下端値などという。 

 

 

ジクロロメタン（CH2Cl22） 

発がん性の疑われている有機塩素系溶剤の一種で、無色透明の液体、不燃性、水に難溶である。

化学式は CH2Cl2、分子量は 84.94、融点は-96.8℃、沸点は 39.8℃。金属・機械等の脱脂洗浄剤、

塗料剥離剤等に使われるなど、洗浄剤・溶剤として優れている反面、環境中に排出されても安定

で、地下水汚染の原因物質の一つとなっている。主な急性症状としては中枢神経に対する麻酔作

用がある、濃度が高くなるにつれ、吐き気、めまい、だるさ、さらに手足のしびれ、深麻酔状態

に陥る。また工場などで換気不十分な状態では容易に致死濃度に達する。深麻酔による死亡事故

も報告されている。次に、長期吸入暴露では代謝部位である、肝臓、中枢神経に影響を与え、幻

覚、てんかん発作、側頭葉変性等の不可逆的な中枢神経障害が発生している。発がん性について

は単に量的なものではなく、質的な種差（マウスとラット、ハムスター）があることが証明され

ているため、人における発がんリスクを評価することは困難であるが、今後とも疫学研究に注目

する必要があるとされている。大気汚染に係る環境基準は年平均値が 0.15mg/m3 以下、水質汚濁

に係る環境基準は年平均値 0.02mg/L 以下と定められている。 

JIS（ジス） 

JIS（日本工業規格）とは、我が国の工業標準化の促進を目的とする工業標準化法に基づき制定

される国家規格である。規格には、それぞれ番号が付いており、分野を表すアルファベット一文

字と原則として４けたの数字との組合せで表される。 

自然公園 

自然公園は、すぐれた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進を図り、国民の保健、

休養及び教化に資することを目的としている。 

自然公園には、自然公園法に基づく「国立公園」「国定公園」と都道府県立自然公園条例に基づ

く「都道府県立自然公園」の３種類がある。 

「国立公園」は、わが国の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地であって、環境大臣

が関係都道府県及び国の中央環境審議会の意見を聴いて指定する。 

「国定公園」は、国立公園に準ずるすぐれた自然の風景地であって、環境大臣が、関係都道府

県の申出により、国の中央環境審議会の意見を聴いて指定する。 

LA95 LA50  LA5 
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自動車騒音の要請限度 

騒音規制法においては、市町村長は指定地域内における自動車騒音を低減するために、測定に

基づき、道路管理者などに意見を述べ、都道府県公安委員会に対して対策を講じるよう要請する

ことができるとしている。この判断の基準となる値を要請限度と呼ぶ。 

自動車排出ガス測定局 

自動車交通の影響を受ける交差点や道路沿道等における大気の汚染状況を常時監視するために

設置された測定局。 

地盤卓越振動数 

車両走行時の地盤振動において最大ピークを示す振動数をいう。道路交通振動の予測に広く用

いられている建設省土木研究所の提案式において、地盤条件を表す指標として用いられている。 

臭気指数 

臭気を感知しなくなるまで希釈した場合の希釈倍数の対数を 10 倍した値で、悪臭防止法及び同

法施行規則により定義されている。同法による発生源の規制は、法制定当初から「特定悪臭物質」

の濃度により規制する方法がとられてきたが、1995 年改正により人の嗅覚を用いて判定する方法

として、臭気指数規制が追加して導入された。同法に基づく規制基準は、「臭気強度」2.5～3.5

の範囲に相当する「特定悪臭物質」の濃度の範囲で都道府県知事が規制地域と規制基準を定める

こととされているが、臭気指数に関する規制については、この悪臭強度 2.5～3.5 の範囲に相当す

る臭気指数として 10～21 の範囲内と定められている。 

重要な種 

「環境影響評価においては、現地調査により確認された植物及び動物の中から、環境省レッドリ

スト記載種、地方公共団体が作成したレッドリスト記載種、文化財保護法や種の保存法等の自然

環境関連法令における指定種及び専門家の意見等を参考として重要な種として抽出し、予測評価

の対象とするのが一般的である。」 

主要な眺望地点 

環境影響評価において、対象事業実施区域周辺において不特定多数の人々が眺める場所として

利用されているあるいは利用されている可能性のある場所のことを示す。 

焼却灰 

廃棄物を焼却した後に排出される灰。焼却灰は可燃物の灰の他に金属、ガラス、土砂等や未燃

焼の有機物を含む。ボトムアッシュともいう。 

上層逆転時 

煙突の上空に気温の逆転層が停滞する場合、煙突からの排ガスは上層逆転層内へは拡散されず、

地表と逆転層の間で反射を繰返し、地上に高い濃度をもたらすことがある。 
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照葉樹林 

常緑の広葉樹が優占する森林。優占する樹種によりシイ林、カシ林、タブ林などと呼ばれるこ

ともある。温暖で夏に雨が多く、冬に乾燥する気候条件下で成立する。ヒマラヤの山麓から中国

南部、台湾、沖縄を経て日本の南西部に至る東アジアの暖温帯に分布する。主な樹種はカシ類、

シイ類、タブノキやクスノキなどのクスノキ科、サカキやヤブツバキなどのツバキ科などであり、

これらの種は、寒さや乾燥に適応した小型で厚い葉を持ち、葉の表面にクチクラ層が発達してい

て葉が日光を反射して光ることから「照葉」の名がついている。 

植物群落 

「同じ場所で一緒に生育している、ひとまとまりの植物群をいう。便宜的な概念で、植生の単位

として用いられる。同じような立地にはよく似た植物群落が見られることから、立地条件、種の

組成、群落全体の形状などにより、類型化されることも多い（植物群系、植物群集などともいわ

れる）。どのような基準で類型化するかについては、植生学の学派によって見解が異なる。植生図

は、植物群落とその類型を地図として表したもの。」 

出典：eic ネット（一般財団法人環境イノベーション情報機構） http://www.eic.or.jp/ 

植物社会学的手法 

植物集団の構成種の違いから特異的な種組成の差に基づいて群落を区分し、体系化すること。 

植物相 

「特定の地域に生育する植物の種類組成。「フロラ」ともいう。動物相（特定の地域に生息する

動物の種類組成）と合わせて、生物相（特定の地域に生育・生息する動植物の種類組成）を構成

する。植生が植物群落によって類型的に地域の特徴を表すのに対して、植物相は地域に生育する

全ての植物を同定して、種名などを記した種のリストで表す。日本は亜熱帯と亜寒帯にまたがっ

ているため、多様な植物相が見られる。」 

出典：eic ネット（一般財団法人環境イノベーション情報機構） http://www.eic.or.jp/ 

振動規制法に基づく規制基準 

振動規制法においては、地域住民の生活環境を保全するため、地域の自然的・社会的条件など

を考慮し、２種類の規制基準（工場振動、特定建設作業振動）を定めている。都道府県知事は、

発生する振動が規制基準に適合しないことにより周辺の生活環境が損なわれると認めるとき、改

善勧告、さらには改善命令を発動することができ、改善命令に違反した場合には処罰が課せられ

る。 

振動規制法に基づく要請限度 

振動規制法においては、市町村長は指定地域内における道路交通振動を低減するために、測定

に基づき、道路管理者などに意見を述べ、都道府県公安委員会に対して要請することができると

している。この判断の基準となる値を要請限度と呼ぶ。 

振動レベル 

振動の大きさの感じ方は、周波数等によって異なる。公害振動の大きさは、物理的に測定した

加速度振幅の大きさに、周波数による感覚補正を加味して、デシベルで表す。 

実際には、通常振動感覚補正回路を持つ公害用の振動レベル計により測定した値を振動レベル

として、デシベルで表す。 

振動レベルの目安 

JIS に規定される振動レベル計の、人体の全身を対象とした振動感覚補正回路で測定して得ら

れた値であり、振動の大きさを表すものである。なお、振動感覚補正回路は、鉛直振動特性と水

平振動特性の２種類あり、振動の規制基準等はすべて鉛直振動特性の振動レベルによる。 
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振動レベルと地震震度階級区分 

振動レベル 
（デシベル） 

気象庁震度階級 

震度 
階級 

人の感覚・行動 屋内の状況 

55以下 0 
人は揺れを感じないが、地震計には記録さ
れる。 

－ 

55～65 1 
屋内で静かにしている人の中には、揺れを
わずかに感じる人がいる。 

－ 

65～75 2 
屋内で静かにしている人の大半が、揺れを
感じる。眠っている人の中には、目を覚ま
す人もいる｡ 

電灯などのつり下げ物が、わずかに揺れる。 

75～85 3 
屋内にいる人のほとんどが、揺れを感じる。
歩いている人の中には、揺れを感じる人も
いる。眠っている人の大半が、目を覚ます。 

棚にある食器類が音を立てることがある。 

85～95 4 
ほとんどの人が驚く。歩いている人のほと
んどが、揺れを感じる。眠っている人のほ

とんどが、目を覚ます。 

電灯などのつり下げ物は大きく揺れ､棚にあ
る食器類は音を立てる。座りの悪い置物が、

倒れることがある。 

95～105 

5弱 
大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりた
いと感じる。 

電灯などのつり下げ物は激しく揺れ､棚にあ
る食器類、書棚の本が落ちることがある。座

りの悪い置物の大半が倒れる。固定していな
い家具が移動することがあり、不安定なもの
は倒れることがある。 

5強 
大半の人が、物につかまらないと歩くこと
が難しいなど、行動に支障を感じる。 

棚にある食器類や書棚の本で、落ちるものが
多くなる。テレビが台から落ちることがある。

固定していない家具が倒れることがある。 

105～110 

6弱 立っていることが困難になる。 
固定していない家具の大半が移動し、倒れる
ものもある｡ドアが開かなくなることがある｡ 

6強 立っていることができず、はわないと動く
ことができない。揺れにほんろうされ、動
くこともできず、飛ばされることもある。 

固定していない家具のほとんどが移動し、倒
れるものが多くなる。 

110以上 7 
固定していない家具のほとんどが移動したり
倒れたりし、飛ぶこともある｡ 

出典：「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック」（日本建設機械化協会）及び気象庁資料より作成。 

 

水銀（Hg） 

紀元前 500 年以前から知られていた元素で、常温で唯一の液体金属（銀白色）。多くの金属とア

マルガム（合金）をつくる。金属水銀は温度計、圧力計などの計器、電極、水銀灯、歯科用アマ

ルガムなど幅広い用途をもつ。また、無機水銀の塩化第二水銀は殺菌消毒薬として、有機水銀の

メチル水銀は種子消毒や水虫治療に使われた。水銀は、その形態により生体への吸収や毒性は異

なる。金属水銀は脳内に蓄積しやすく、体内で酸化反応を受ける前に脳に移行した水銀によって

中枢神経障害を起こす場合がある。また、無機水銀は１価と２価があり、生体内では１価の無機

水銀は容易に２価に酸化される。２価の無機水銀は腎臓に蓄積し、腎障害を起こす。無機水銀は

脳への蓄積性は低く、中枢神経障害はほとんどない。また、有機水銀は強い中枢神経障害を引き

起こす。 

水生生物 

水中に生活する生物をいう。水中には藻類や原生動物などのプランクトン、水草、昆虫、魚類

等さまざまな植物や動物が生育している。これらの水生生物は、水が汚染されると影響を受け、

水質の程度に応じた生物相を呈するようになる。この現象を利用して、水中の生物の種類や数か

ら水の汚れ具合を調べることができる。 

水素イオン濃度（pH） 

水の酸性、アルカリ性を示す指標（記号は pH）となるもので、0～14 の間の数値で表現される。

pH７が中性、７から小さくなるほど酸性が強く、７を超えるほどアルカリ性が強くなる。水質汚

濁防止法による排水基準では、pH5.8～8.6（海域に排水を排出するときは pH5.6～9.0）の範囲と

定めている。 
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生活環境項目 

水質汚濁に係る環境基準で、生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準として設

定された項目をいう。pH、BOD、COD、SS、DO、大腸菌群数、ノルマルヘキサン抽出物質（油分な

ど）、全窒素、全燐、全亜鉛、ノニルフェノール、LAS の 12 項目（生活環境項目)について基準値

が設定されている。生活環境項目の基準値は、河川、湖沼、海域の各公共用水域について、水道、

水産、工業用水、農業用水、水浴などの利用目的に応じて設けられたいくつかの水域類型ごとに、

該当する水域名を指定することにより設定される。全窒素及び全燐の基準は、植物性プランクト

ンの著しい増殖のおそれのある海域及び湖沼について水域類型を指定して適用される。 

生活排水 

私達の日常生活に伴って排出される汚水で、浄化槽のほか生活雑排水といわれる台所のほか、

洗濯、風呂等から排出されるもの全体をいう。最近は、河川や海の汚濁に占める生活排水の割合

が高くなっている。 

生態系 

食物連鎖などの生物間の相互関係と、生物と無機的環境の間の相互作用を総合的に捉えた、生

物社会のまとまりのことをいう。例えば、まとまりの捉え方によっては、ため池や、また、地球

全体を一つの生態系と考えることもできる。 

生物化学的酸素要求量（BOD） 

溶存酸素の存在下で、水中の有機物質などが生物化学的に酸化・分解される際に消費される酸

素量のことで、数値が大きくなるほど汚濁していることを示す。河川の水質汚濁の一般指標とし

て用いられる。これは、BOD が自然界での酸素要求量が大きい有機物質量の指標となる点で汚濁

の状況を明確に表していると考えられることによる。 

生物の多様性 

すべての生物の間の違い（変異性）をいう。生物多様性には、種内（遺伝子）の多様性、種間

の多様性及び生態系の多様性がある。生物多様性の保全とは、様々な生物が相互の関係を保ちな

がら、本来の生育環境の中で繁殖を続けている状態を保全することをいう。 

接地逆転層崩壊時 

夜間から早朝にかけて形成されていた接地逆転層が日の出とともに地面付近から崩壊し、不安

定層が次第に上昇する形となって上空の煙を地上にひき降ろし、いぶしの状態を起こし地上に高

い濃度をもたらすことがある。 

騒音規制法に基づく規制基準 

騒音規制法においては、地域住民の生活環境を保全するため、地域の自然的・社会的条件など

を考慮し、２種類の規制基準（工場騒音、特定建設作業騒音)を定めている。都道府県知事は、発

生する騒音が規制基準に適合しないことにより周辺の生活環境が損なわれると認めるとき、改善

勧告、さらには改善命令を発動することができ、改善命令に違反した場合には処罰が課せられる。 

騒音規制法に基づく要請限度 

騒音規制法に基づく自動車騒音対策に係る行政措置。住居の集合地域や病院・学校の周辺地域

であって、騒音規制法に基づく指定地域に指定されている地域において、市町村長は、自動車騒

音が一定の限度（これを「要請限度」という）を超え道路周辺の生活環境が著しく損なわれると

認めるときには、都道府県公安委員会に対して道路交通法に基づく交通規制等の措置を講じるよ

う要請できる。 

騒音レベル 

騒音レベルとは、種々の周波数成分を含む音の大きさを簡単に評価するために、人の耳の感覚
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を近似した周波数的重みづけ（A 特性の重みづけという）をした音圧レベルであり、単位はデシ

ベル、単位記号は dB を用いる。 

騒音レベルの目安 

JIS に規定される普通騒音計又は精密騒音計の周波数補正回路 A 特性で測定して得られた値で

あり、騒音の大きさを表すものである。 

一般的な騒音の例 

騒音レベル(デシベル) 騒音の程度 例 

120 耳を聾する 大砲の音 

110 非常にうるさい 汽笛 

100  地下鉄内 

 90  にぎやかな街路 

 80 うるさい うるさい事務所 

 70  タイプライターの音 

 60  普通の工場 

 50 静か 静かな工場 

 40  普通の居間 

 30 かすか 図書館 

 20  静かな郊外 

 10 非常にかすか 音響室内 

出典：「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック」（日本建設機械化協会） 

 

総量規制 

一定の地域内の汚染（濁）物質の排出総量を環境保全上許容できる限度にとどめるため、工場

等に対し汚染（濁）物質許容排出量を割り当てて、この量をもって規制する方法をいう。個々の

発生源に対する従来の規制のみでは地域全体として、健全な生活環境を維持することが困難な場

合に、その解決手段として総量規制の方式がとられている。 

 

［た行］ 

ダイオキシン類 

有機塩素化合物の一種であるポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン（PCDD）を略して、「ダイオキ

シン」と呼ぶ。ときに、「ダイオキシン類」という表記がされる。これは、塩素含有物質等が燃焼

する際に発生する、狭義のダイオキシンとよく似た毒性を有する物質をまとめて表現するもの。

ダイオキシン類対策特別措置法では、PCDD、ポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）、コプラナーポリ塩

化ビフェニル（Co-PCB）をあわせて「ダイオキシン類」と定義。いずれも平面構造を持つ芳香族

有機塩素化合物で、置換した塩素の数や位置により多数の構造異性体が存在。塩素と有機物（ベ

ンゼン環）存在下で、銅を触媒にして生成する。特に 250～400℃の比較的低温で、有機塩素を含

むプラスチックを不完全燃焼すると発生しやすい。廃棄物処理に係る環境省の基準によれば、ダ

イオキシンの発生防止には、焼却炉の構造と特定の運転条件が必要で、（1）廃棄物の連続定量投

入、（2）燃焼温度 800℃以上の高温処理、（3）十分なガス滞留時間（１～２秒以上継続）、（4）200℃

以下への排ガスの高速冷却とバグフィルタの設置、（5）排ガス中の CO 濃度の連続的測定記録、な

どを義務付けている。ダイオキシン類の除去方法には、バグフィルタの他に活性炭等に吸着させ

る方法、触媒により分解する方法があり、無酸素状態で 400～450℃に加熱すれば分解することも

確認され、実行されている。 

大気安定度 

気温が下層から上層に向かって低い状態にあるとき、下層の大気は上層へ移動しやすい。この

ような状態を「不安定｣という。また、温度分布が逆の場合は、下層の大気は上層へ移動しにくい。

このような状態を「安定｣という。例えば、晴れた日の日中は、地表面が太陽光線で暖められ、そ
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れにより周辺大気も暖められるので下層の大気の方が上層より気温が高い状態になる。これが夜

間になると、地表面は放射冷却現象により冷却され、それに伴い周辺大気も冷却されることから、

下層の大気の方が上層より気温が低い状態になる。このような大気の安定性の度合いを大気安定

度といい、大気が安定のときは汚染物質が拡散せず、汚染が進行する。 

大気汚染常時監視局 

大気汚染の状況を常時監視するための測定局。一定地域における大気汚染状況の継続的把握、

発生源からの排出による汚染への寄与及び高濃度地域の特定、汚染防止対策の効果の把握等を目

的とした一般環境大気測定局と、自動車走行による排出物質に起因する大気汚染の考えられる交

差点、道路及び道路端付近において大気汚染の状況を把握することを目的とした自動車排ガス測

定局がある。 

大気の拡散式 

一定の風が吹いている状態で、排出源から放出される大気汚染物質の風下方向における濃度を

解析的に予測するモデル。 

大腸菌群数 

大腸菌群数は、大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数をいい、一般に人畜の腸管内に生

息している細菌であることから、人畜の排せつ物などによる汚れを表す指標となっている。指標

は、河川水などは 100mL 中の大腸菌群数を最確数（MPN=Most Probable Number）で表す。 

ダウンウォッシュ・ダウンドラフト 

疾風時の高濃度汚染の原因として、ダウンウォッシュやダウンドラフトが知られている。煙突

によるダウンウォッシュは煙の排出速度が瞬間風速と同程度かそれ以下の場合に、煙が煙突下流

側に発生する渦に巻き込まれ、下降してくるために発生する高濃度汚染であり、ダウンドラフト

は煙突風上あるいは風下側の構造物や地形によって発生する渦に煙が引き込まれるために発生す

る高濃度汚染である。 

 

 
ダウンウォッシュとその時の地上濃度 

 

ダウンドラフトとその時の地上濃度 

出典：「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」（(社)全国都市清掃会議） 
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濁度 

水の濁りの程度を表すもので JIS K 0101 に準拠して測定する。視覚濁度、透過光濁度、散乱日

光濁度等に分類される。カオリンやホルマジンを用いる標準液と比較する方法のほか、透過光測

定式、散乱光測定式等で計測する。 

炭化水素 

炭素と水素のみからなる化合物の総称。発生源は石油類のタンクや自動車等多岐にわたる。炭

化水素のうちメタン以外のもの（非メタン炭化水素）は、光化学オキシダントの生成と関連があ

るといわれている。 

短期的評価 

大気汚染の予測を行うに当たって、大気汚染物質の短時間の高濃度状態についても予測を行う

必要がある場合、１時間値等について予測及び評価を行う場合、これを短期的評価と呼ぶ。また、

同時に、年間の平均値に対しても評価を行う場合、これを短期的評価と区別して長期的評価と呼

ぶ。 

短時間高濃度 

「環境基準による大気汚染の評価（二酸化硫黄等）」（昭和 48 年５月 12 日 環大企 143 大気保全

局長通知）によると、「二酸化硫黄等の大気汚染の状況を環境基準にてらして短期的に評価する場

合は、連続して、又は随時に行った測定結果により、測定を行った日又は時間についてその評価

を行う。」としている。このことから、本環境影響評価では事業計画による影響濃度を１時間値と

して予測し、その影響を評価する。 

地域気象観測所（アメダス観測所） 

気象庁が設置している気象観測所で、全国に約 1,300 か所に設置されている。通常、アメダス

観測所と呼ばれている。降水量、気温、日照時間、風向・風速及び積雪の深さの５要素が対象で

あり、地点によって測定要素が異なる。 

窒素酸化物（NOx） 

窒素と酸素の化合物の総称。一酸化窒素（NO）、二酸化窒素（NO2）が主なものである。物を高

温で燃焼させるとき、空気中の窒素と酸素が化合することにより発生するほか、窒素を含む物が

燃焼するときにも発生する。発生源は工場、自動車、家庭等多岐にわたる。一酸化窒素は、無色、

無臭の気体であり、二酸化窒素に比べて毒性は弱いといわれている。燃焼により発生するものは

主として一酸化窒素であるが、酸化されて二酸化窒素になる。二酸化窒素は、常温では赤褐色の

刺激性の気体であり、高濃度のときは眼、鼻等を刺激するとともに、健康に影響を及ぼすといわ

れている。 

長期的評価 

大気汚染に係る環境基準の適否の評価方法。二酸化硫黄、浮遊粒子状物質及び一酸化炭素につ

いては年間にわたる日平均値の２％除外値を、二酸化窒素については年間にわたる日平均値の

98％値を用いて評価を行う。 

長期平均濃度 

「環境基準による大気汚染の評価（二酸化硫黄等）」（昭和 48 年５月 12 日 環大企 143 大気保全

局長通知）によると、「本環境基準による評価は、当該地域の大気汚染に対する施策の効果等を的

確に判断するうえからは、年間にわたる測定結果を長期的に観察したうえで評価を行うことが必

要である。」としている。このことから、本環境影響評価では事業計画による影響濃度を年平均値

として予測し、その影響を評価する。 
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鳥獣保護区 

野生鳥獣の保護・増殖を図るために狩猟を禁止する区域。特に鳥獣の保護・育成を図る必要が

ある鳥獣保護区の区域内には特別保護地区を指定することができる。鳥獣保護区では鳥獣の捕獲

が禁止され、特別保護地区では開発行為に規制がかかる。この法律の対象となる鳥獣は、通常、

山野等に生息している野生の鳥獣で、生活環境の改善又は農林水産業の振興に何らかの関連を持

ち、狩猟の対象物としての価値などを持っているものをいう。環境大臣の設定する国設鳥獣保護

区と、都道府県知事の設定する県設鳥獣保護区とがあり、土地に対する規制等に変わりはない。

鳥獣保護区の種類は、森林鳥獣生息地の保護区、大規模生息地の保護区、集団渡来地の保護区、

集団繁殖地の保護区、特定鳥獣保護区、誘致地区の保護区、愛護地区の保護区に分けられる。 

(土性)沈降試験 

沈降試験は JIS M 0201－12 に基づき沈降試験器の中に試料をそのまま放置し、沈降特性（沈降

速度、上澄み液中の懸濁物質）を求めるものである。 

眺望景観 

環境影響評価において、主要な眺望点から景観資源等を眺望した際の景観を示す。 

眺望点 

景観資源を眺望する、不特定かつ多数の者が利用している場所をいう。一般的に見晴らしの良

い道路、遊歩道、山頂・山腹、展望台、海岸などが該当する。 

TEQ（ティーイーキュー） 

毒性等量（Toxicity Equivalency Quantity）のことをいう。ダイオキシン類の毒性は、その種

類によって異なるので、最も毒性の強い 2,3,7,8-TCDD の毒性の強さに換算して示すこととなって

おり、その換算値であることを表すため「TEQ」(ティーイーキュー)という記号で表示する。例え

ば、ダイオキシン類の水質環境基準は１pg-TEQ/L と表される。 

低周波音 

人の耳には聞き取りにくい低い周波数の空気振動で、人体へ頭痛、不眠、イライラ等の影響を

及ぼしたり、建物の窓や戸をガタガタ振動させることがあるため苦情の原因になる。 

一般に人が聴くことができる音の周波数範囲は 20Hz～20kHz とされ、20Hz 以下の音波を超低周

波音という。環境省では、100Hz 以下の低周波数の可聴音と超低周波音を含めて低周波音とよん

でいる。 

定点センサス法 

あらかじめ設定しておいたポイントで、一定時間待機して一定観察半径内に出現する種をすべ

て記録し集計する方法。 

定量下限値 

定量下限値は、その分析法で正確に定量できる最低濃度のこと。 

dB（デシベル） 

音の強さ等の物理量を、ある標準的な基準量と対比して、相対的な比較検討を行うのに用いる

単位のことで、騒音や振動等のレベルを表す場合に用いる。騒音を耳の感覚に合うように補正し

た音の「大きさ」をはかる単位のこと。振動の場合は、感覚に合うよう補正した鉛直振動加速度

の「大きさ」をはかる単位のことをいう。 

テトラクロロエチレン（C2Cl4） 

有機塩素系溶剤の一種。俗称として「パークレン」とも呼ばれる。無色透明の液体でエーテル

様の臭いを有し、揮発性、不燃性、水に難溶。化学式は C2Cl4、分子量は 165.82、融点は-22℃、
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沸点は 121.1℃。ドライクリーニングのシミ抜き、金属・機械等の脱脂洗浄剤等に使われるなど

洗浄剤・溶剤として優れている反面、環境中に排出されても安定で、トリクロロエチレンなどと

ともに地下水汚染などの原因物質となっている。急性毒性は目、鼻、のどなど皮膚・粘膜への刺

激、麻酔作用が主で、手の痺れ、頭痛、記憶障害、肝機能障害等の症状が、また慢性毒性は、神

経系への影響や、肝・腎障害等の報告がある。発がん性については、動物実験では証明されてい

るが、人に対する発がん性は疫学的には十分に立証されているとは言えず、未だ検討を要し、今

後とも疫学研究に注目する必要があるとされている。また、遺伝子障害性が無いと考えられてい

るので、発がん性には閾値があるとして取り扱うことが妥当と考えられている。 

デポジットゲージ 

屋外に設置して雨水や乾性沈着した粒子として大気中の降下ばいじんを捕集する装置のこと。

一般にロート口径が 300mm のものが使用される。 

天然記念物 

日本を理解するうえで欠くことのできない特色のある郷土の自然物及び自然現象をいう。文化

財保護法では、動物及びその生息地、植物及びその自生地、地質鉱物で日本にとって学術上価値

の高いものをさす。 

等価騒音レベル 

騒音レベルが時間とともに変化する場合、測定時間内でこれと等しい平均二乗音圧を与える連

続定常音の騒音レベル。ある時間内で観測されたすべての測定値のパワー平均値と考えてよい。

表記はLAeqである。このLAeqは一般に主観的な騒音の大きさとの対応がよく、環境騒音の比較的

長い期間、例えば数時間、１日、１ヵ月などの騒音を代表する値として用いられる。 

 

 

同定 

ある標本がこれまでに記載されている種と同じか違うか、違う場合はどこがどのように違って

いるか、過去の記載文献・資料、または正基準標本と照らし合わせ、その標本の帰属する分類群、

種名を決定、確認する作業のこと。 

道路交通振動 

道路を自動車が通行することに伴い発生する振動。振動レベルの代表値としては L10（80％レ

ベルの上端値）を用いる。 

道路交通センサス 

正式名称を「全国道路・街路交通情勢調査」という。全国の道路と道路交通の実態を把握する

ことを目的とした調査。1928 年から始まった全国道路交通情勢調査は、1980 年頃に調査体系が確

立し、道路交通センサスと呼ばれるようになった。旧建設省（現国土交通省）が、関係省庁、都

道府県、政令指定市、道路関係公団などと共同で実施。さらに 1999 年に、大幅な調査の見直しを

図り、新・道路センサスとなった。内容は、一般交通量調査、自動車起終点調査、駐車場調査の

LAeq 

LAeq 
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３点から構成されている。これらの調査結果が地域の状況の分析、将来需要の予測、ライフスタ

イルの把握などに活用され、将来のニーズに合わせた道づくりの計画が行われる。 

道路交通騒音 

自動車が道路を走行することにより発生する騒音を道路交通騒音という。道路交通騒音につい

ては、騒音に関する環境基準において「道路に面する地域の基準値」として規定されており、環

境基準との比較では等価騒音レベル（LAeq）が用いられる。 

特定悪臭物質 

特定の臭いを持っている化合物は、40 万にも達するといわれているが、このうち悪臭を発生す

る物質は窒素や硫黄を含む化合物が主になっている。 

悪臭防止法では、「不快なにおいの原因となり､生活環境を損なうおそれのある物質」として、

アンモニア、メチルメルカプタン、硫化水素、硫化メチル、二硫化メチル、トリメチルアミン、

アセトアルデヒド、プロピオンアルデヒド、ノルマルブチルアルデヒド、イソブチルアルデヒド、

ノルマルバレルアルデヒド、イソバレルアルデヒド、イソブタノール、酢酸エチル、メチルイソ

ブチルケトン、トルエン、スチレン、キシレン、プロピオン酸、ノルマル酪酸、ノルマル吉草酸

及びイソ吉草酸の 22 物質を指定し、規定している。 

特定建設作業 

建設工事として行われる作業のうち、著しい騒音又は振動を発生する作業であって、騒音規制

法又は振動規制法に定められたものをいう。騒音規制法では８項目、振動規制法では４項目の作

業が定められており、それらの作業は、騒音規制法又は振動規制法の規制を受ける。騒音又は振

動レベルの規制の場合、それぞれ敷地境界線で、騒音レベルは 85dB、振動レベルは 75dB 以下と

なっている。レベルの規制以外に１日の作業時間、連続しての作業日数、届け出などの定めがあ

る。 

特定工場 

環境関係法令で特定工場とは、次に示すようなものである。1）特定工場における公害防止組織

の整備に関する法律に定める工場、すなわち製造業、エネルギー（電気・ガス・熱）供給業を行

う工場で政令が定めるばい煙、粉じん、汚水、騒音、振動の発生又は排出施設を設置するものを

いう。特定工場は公害防止組織を整備する（公害防止管理者の任命等）義務がある。2）大気汚染

防止法で総量規制の対象施設を設置する工場（同法第５条の 2）。3）騒音規制法又は振動規制法

で定められた特定施設（騒音規制法第２条、振動規制法第２条）を設置する工場又は事業場。騒

音又は振動を規制する地域として指定された区域に立地している特定工場等は、場内の全ての施

設が対象とされるのであって、例えば特定施設である機械の騒音又は振動が規制基準以下であっ

ても、ほかの特定施設でない機械の騒音又は振動が規制基準を超えるときは規制を受ける。 

トラップ法 

わな（トラップ）による捕獲方法で、捕獲を想定している種の生息場所や利用様式、行動等を

十分把握した上で、最も適切な地点に設置する。 

トリクロロエチレン（C2HCl3） 

有機塩素系溶剤の一種。俗称としてトリクレンと呼ばれることもある。無色透明の液体でクロ

ロホルムに似た臭いを有し、揮発性、不燃性、水に難溶。化学式は C2HCl3、分子量は 131.40、融

点は-86.4℃、沸点は 86.7℃。ドライクリーニングのシミ抜き、金属・機械等の脱脂洗浄剤等に

使われるなど洗浄剤・溶剤として優れている反面、環境中に排出されても安定で、テトラクロロ

エチレンなどとともに地下水汚染の原因物質となっている。急性毒性は皮膚・粘膜に対する刺激

作用で、目の刺激、眠気、頭痛、倦怠感とともに、認知能力、行動能力の低下など。慢性毒性は、

高濃度において肝・腎障害が認められることがある。発がん性については単に量的なものではな

く質的な種差（マウスとラット）があることが証明されているため、人における発がんリスクを
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評価することは困難であるが、今後とも疫学研究に注目する必要があるとされている。遺伝子障

害性が無いとされているため、発がん性には閾値があるとして取り扱うことが妥当と考えられて

いる。 

 

［な行］ 

夏鳥 

渡り鳥のうち、温帯で繁殖し、熱帯で越冬するもの。 

ng（ナノグラム） 

１ng とは、１g の 10 億分の１の重さをいう。0.000000001g＝0.000001mg＝0.001μg＝１ng＝

1,000pg 

二酸化硫黄（SO2） 

腐敗した卵に似た刺激臭のある無色の気体で、亜硫酸ガスともいう。化石燃料の燃焼時に不純

物として含まれる硫黄の酸化により発生する。大気中で酸化して三酸化硫黄となり更に水分と結

合して硫酸ミストとなって浮遊する。主要な大気汚染物質である。 

二酸化炭素（CO2） 

常温常圧では無色、無臭の気体で、水に溶けて炭酸となり弱い酸性を示す。石炭、石油、天然

ガス、木材など炭素分を含む燃料を燃やすことにより発生する。地球大気中での濃度は微量であ

るが、温室効果を持ち、地球の平均気温を 15℃前後に保つのに寄与してきた。大気中濃度は、産

業革命以前 280ppm 程度であったが、産業革命以降、化石燃料の燃焼、吸収源である森林の減少な

どによって、年々増加し、今日では 370ppm 程度にまで上昇した。なおも増加しており、地球温暖

化の最大の原因物質として問題になっている。 

二酸化窒素（NO2） 

大気中の窒素酸化物の主要成分。物の燃焼で発生した一酸化窒素が空気中で酸化して生成する。

窒素酸化物の毒性の主要成分である。清浄な大気中にも 0.001～0.003ppm 程度存在する。 

日平均値 

１時間毎に測定等を実施している場合、１日に測定された 24 時間分の１時間値の算術平均値の

こと。１日の中で、大気汚染物質の濃度をみると、自然活動や人間活動などの影響を受けて、時

刻とともに濃度が変化している。このため、１日における昼夜の時刻変化をならして、１日 24

時間を通したその日の平均的な汚染レベルを表す指標として、日平均値が用いられる。大気汚染

物質の環境基準は、二酸化硫黄（SO2）、二酸化窒素（NO2）、浮遊粒子状物質（SPM）等については、

日平均値の値が決められている。 

日射量 

単位時間内に単位面積当たりに到達する日射のエネルギー量。太陽高度の変化による大気中の

太陽放射の通過距離にも関係し、また季節や緯度により異なる。 

２％除外値 

環境基準による二酸化硫黄及び浮遊粒子状物質の評価を判断する際に、長期的評価の方法とし

て、年間にわたる１日平均値のうち、測定値の高い方から２％の範囲内にあるもの（365 日分の

測定値がある場合は７日分の測定値）を除外して評価を行う。 

年平均値 

１時間毎に測定等を実施している場合、１年間に測定された全１時間値の算術平均値のこと。

大気汚染物質の濃度はいろいろな要因で変化するため、１年間そこに居住するとどのような大気
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汚染状況にさらされるかという指標の一つとして、季節変化や時刻変化などをならして、１年間

の平均的な汚染レベルを表す指標として、年平均値が用いられる。 

n（ノルマル）-ヘキサン抽出物質 

水中の「油分等」を表わす指標として用いられる、動植物油脂、脂肪酸、脂肪酸エステル、リ

ン脂質などの脂肪酸誘導体、ワックスグリース、石油系炭化水素等の総称で、溶媒である n-ヘキ

サンにより抽出される不揮発性物質のことをさすが、その中には農薬、染料、フェノール等も含

まれる。油分等は、直接及び間接に魚介類の死を引き起こすとともに、魚介類に着臭し、その商

品価値を失わせる。水質汚濁に係る環境基準では、海域における生活環境項目について、A 及び B

類型で「検出されないこと」と定められている（河川及び湖沼については基準値はない）。 

m3
Ｎ（ノルマル m3） 

N は、ノルマル（ノーマル）と読み、0℃１気圧の標準状態を表すもので、主として排出ガス量

等を表す場合に用いられる。１m3
N とは標準状態（0℃１気圧）に換算した１m3 のガス量を表す。 

 

［は行］ 

ばい煙 

燃料その他物の燃焼、合成、分解その他の処理に伴い、工場の煙突から排出される硫黄酸化物、

ばいじん及び窒素酸化物等の有害物質をいう。 

ばい煙発生施設 

大気汚染防止法では、工場又は事業場に設置する施設で大気汚染の原因となるばい煙を発生す

る施設としてボイラー、加熱炉など 32 種類の施設を指定している（法第２条第２項、施行令第２

条）。設置者は施設のばい煙処理の方法などの都道府県知事への届出を要し、知事はこれを審査し

計画変更、改善命令、使用燃料の変更命令などができる。 

廃棄物（一般廃棄物、産業廃棄物） 

廃棄物とは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という。）により、

ごみ、粗大ごみ、燃え殻、汚泥、ふん尿、廃油、廃酸、廃アルカリ、動物の死体その他汚物又は

不要物であって、固形状又は液状のもの（放射性物質及びこれによって汚染された物を除く。）を

いうと定義されている。（「廃棄物処理法第２条」）廃棄物は、「一般廃棄物」と「産業廃棄物」に

区分される。「産業廃棄物」は、事業活動によって生じた廃棄物のうち、法令で定められたものを

いう。「一般廃棄物」は、産業廃棄物以外の廃棄物で、主に家庭から発生する生活系ごみであり、

オフィスや飲食店等から発生する事業系ごみも含まれる。 

排出基準 

大気汚染防止法において工場などに設置されるばい煙発生施設で発生し、排出口から大気中に

排出されるばい煙の量の許容限度をいう。現在排出基準の設定されている大気汚染物質として硫

黄酸化物、ばいじん及び政令で指定されている有害物質（窒素酸化物、カドミウム及びその化合

物、塩素及び塩化水素、フッ素、フッ化水素及びフッ化ケイ素並びに鉛及びその化合物）がある。

排出基準には国が定めた全国一律の基準と都道府県が一定の区域を限って条例で定める上乗せ基

準とがある。国の定める排出基準のうち硫黄酸化物の規制は、全国をいくつかの地域に分け、各

地域ごとに煙突などの排出口の高さに応じ１時間ごとの硫黄酸化物の排出許容濃度を定めている

（K 値規制方式）。一方、ばいじん、窒素酸化物などの排出基準は、ばい煙発生施設の種類、施設

の規模ごとに排出ガス中の濃度について許容限度を定めている（濃度規制）。硫黄酸化物とばいじ

んにつき大気汚染が特に深刻な過密地域における新設施設に対し特別排出基準がある。これらの

排出基準を超えてばい煙を排出した場合には、改善命令、一時停止命令を都道府県知事よりばい

煙を排出するものに対して発することができるほか、罰則も課せられる。また、同様の趣旨の基
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準として、水質汚濁防止法では排水基準、騒音規制法、振動規制法及び悪臭防止法では規制基準

がある。 

ばいじん 

燃焼に伴い発生するすす等の固体粒子をいい、このうち大気中に排出されたあと、重くて地上

に降りてくるものを降下ばいじんという。燃焼以外から発生する固体粒子は、法的には「粉じん」

として区別する。 

ハイボリウムエアサンプラ 

大気中のダイオキシン類の試料採取に用いる。大気を吸引し、石英繊維ろ紙及びポリウレタン

フォームによりろ過捕集する。週平均値を求める場合は、700L/min 程度の高流量で 24 時間採取

する操作を７回繰り返して行うか、100L/min 程度の中流量で７日間の連続採取を行う。 

バグフィルタ 

排出ガスの処理装置の１つ。代表的なろ過集じん装置で、ろ材として繊布又は不織布を用い、

これを円筒状にして工業用集じんに活用されるものをバグフィルタと称する。家庭用の電気掃除

機のように排ガスがバグフィルタ内に装着されたろ布を通過するとき、排ガス中のダイオキシン

類を含むばいじんが、ろ布表面に堆積されて集じんが行われる。ろ布表面のダスト層が厚くなる

にしたがい、通気抵抗が増大するので定期的にこのダスト層を払い落として、円滑な集じんが行

えるようにしている。ダイオキシン類除去に関してきわめて有効な装置である。 

Pasquill-Gifford（パスキル・ギフォード）図 

大気拡散を予測する際に用いるパスキル安定度階級に対応した拡散パラメータ。有風時(風速

1.0ｍ/s 以上)の鉛直、水平方向の拡散パラメータσz、σy は、パスキル・ギフォード図の拡散パ

ラメータの近似関数を使用する。 

80％レンジの上端値 

振動レベルがあるレベル以上である時間が実測時間の X（％）を占める場合、そのレベルを X％

時間率振動レベルといい、このうち 10％時間率振動レベル（L10）を 80％レベル上端値という。 

パフ式 

大気汚染の拡散モデルの一つ。煙源から瞬間的に排出された大気汚染物質の塊をパフという。

時間とともに移送・拡散の状況を予測するモデル。移送・拡散の場を非定常と考え、ある時刻の

濃度分布とパフの排出量を初期条件として、次の時刻での移送・拡散を逐次計算方式で求める。

気象条件の時間的、空間的変化に近似的に対応が可能。非定常、非均質の場に適用できる。 

パラメータ 

媒介変数。二つ以上の変数間の関数関係を直接に表示する代わりに、補助の変数を用いて、間

接的に表示するとき、その補助の変数をいう。 

被圧地下水(不圧地下水) 

地下で上下二層の不透水層に挟まれた透水層の中にあり、常に大気圧よりも大きい圧力がかか

っている地下水。ここまで井戸を掘ると自噴することがある。不圧地下水は上には不透水層がな

い地下水のこと。 

ppm（ピーピーエム） 

ppm（parts per million）とは、濃度の単位で、100 万分の１を１ppm と表示する。例えば１m3

の空気中に１cm3 の硫黄酸化物が混じっている場合の硫黄酸化物濃度を１ppm と表示する。また、

水質汚濁物質の濃度表示では水１m3（１t）の中に汚濁物質が１g 混じっている場合を１ppm と表

示する。なお、１ppb（parts per billion）は 10 億分の１を表す。 
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pg（ピコグラム） 

１pg とは、１g の１兆分の１の重さをいう。0.000000000001g＝0.000000001mg＝0.000001μg

＝0.001ng＝１pg 

微小粒子状物質(PM2.5) 

浮遊粒子状物質が粒径 10μm 以下の粒子をいうのに対し、微小粒子状物質は粒径が 2.5μm 以下

の粒子をいい、大気中の浮遊粒子状物質のうちでも特に粒径の小さいものをいう。細かい粒子は

呼吸器の奥深くまで入り込みやすいことなどから、人の健康影響が懸念されており、平成 21 年９

月に環境基準が告示された。発生源は自然起源(黄砂、火山等)と人為起源(産業活動等)に分類さ

れる。また、粒子として直接排出される一次粒子のほか、光化学反応等によりガス成分から生成

される二次粒子も存在する。連続測定においてはベータ線吸収法が普及している。 

飛灰 

飛灰（フライアッシュ）は、燃焼廃ガス中に含まれるすす、灰などの固体粒子状物質で、集じ

ん灰及びボイラ、ガス冷却室、再燃焼室で補集されたばいじんを総称したものをいう。ごみ焼却

施設で集じん装置によって捕集・分離されたばいじんは、特別管理一般廃棄物に指定されている。

また、鉛、亜鉛、カドミウムなどの低沸点重金属の含有率が高いという特徴がある。それゆえ、

直接埋立て処分することができず、溶融固化、セメント固化、薬剤処理、酸その他溶媒による抽

出法のいずれかによる中間処理（溶出防止）が義務づけられている。 

ビューフォート風力階級 

風速の目測による観測の目安としてビューフォート風力階級（気象庁風力階級）が使用される。

目視で観測した風力を風速に換算し、風速をある程度推定することが可能である。 

フィールドサイン 

動物の活動の痕跡（足跡、食痕、糞、巣の痕等）をフィールドサインといい、それらを調査す

ることで動物の活動範囲、生息状況などを知ることができる。 

風配図 

ある地点の風向の統計的性質を示すために用いられ、風向別に出現頻度の百分率を線分の長さ

で示すものである。 

富栄養化 

湖沼、内湾のような閉鎖水域では、流入河川中に含まれる窒素、リンなど水生植物の栄養素が

蓄積するようになり、その結果、水中の生物生産性が増大する現象のことを富栄養化という。本

来は自然に進行するものであるが、近年の急激な開発、人口の集中等により進行が加速され、藻

類の異常発生などが見られるようになった。溶存酸素の欠乏、色度、臭気の増加、溶解性有機物

の増加等により水質が悪化し上水道、水産業、農業などに多くの被害をもたらすことがある。 

フォトモンタージュ法 

主要な眺望地点から撮影した写真に、対象事業の完成予定図を合成して景観の変化を予測する

方法をフォトモンタージュ法という。景観の予測に一般的に用いられている手法で、適用範囲も

広い。 

浮遊物質量（SS）（Suspended Solid） 

粒径２mm 以下の水に溶けない懸濁物のことである。水質汚染の原因となるだけでなく、河川に

汚泥床を形成したり、有機物質である場合は腐敗して水中の溶存酸素を消費する。また、魚類の

エラに付着してへい死させたり、光の透過を妨害して植物の光合成に障害を与える。 
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浮遊粒子状物質（SPM） 

大気中に浮遊している粒子状物質で、代表的な「大気汚染物質」のひとつ。「SPM」と略称。大

気汚染にかかる環境基準で、「大気中に浮遊する粒子状物質で粒径が 10 マイクロメートル以下の

もの」と定義される。この粒径のものは大型のものに比べ気管に入りやすく、呼吸可能粒子

（respirable particle）と呼ばれ健康への影響が大きい。燃料や廃棄物の燃焼によって発生した

ものや、砂じん、森林火災の煙、火山灰などがある。アメリカの大気清浄法で"PM10"と称するも

のとほぼ同一定義。 

冬鳥 

渡り鳥のうち、寒帯・亜寒帯で繁殖し、温帯で越冬するもの。 

フュミゲーション 

気温逆転層など安定層内を流れていた煙が、急に不安定層と遭遇することにより、急速に地上

へ拡散し高濃度をもたらす現象である。この現象で最もよく知られているものは、夜間から早朝

にかけて形成されていた接地逆転層が日の出とともに地面付近から崩壊し、不安定層が次第に上

昇する形となって上空の煙を地上にひき降し、「いぶし」の状態を起こすことである。また、夏の

臨海部などで安定気層をもつ海風が海岸付近の工場排煙を輸送する過程で内陸の不安定層に遭遇

し、地上に高濃度をもたらす。逆転層崩壊時のフュミゲーションの時間は短いが、臨海部のそれ

は長時間続く傾向をもつ。 

 

 
 逆転層崩壊時のフュミゲーション  

出典：「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」（(社)全国都市清掃会議） 

 

プラットホーム 

廃棄物運搬車両がごみピットへごみの投入を行うスペースのことをいう。 

プルーム式 

大気の拡散予測式の一つ。移送・拡散の現象を煙流（プルーム）で表現する。風、拡散係数、

排出量等を一定とした時の濃度分布の定常解を求める。正規型と非正規型の式がある。計算が比

較的容易で、長期平均濃度の推定に適している。定常の場で、濃度の空間分布を求めるのに適し

ている。 

粉じん 

大気中に浮遊する固体の粒子の総称。大気汚染防止法では粉じんは「物の破砕や選別などの機

械的処理・堆積に伴い発生し又は飛散する物質」と定義され、燃焼、化学反応などで生じる「ば

いじん」と区別される。なお、粉じんのうち、石綿（アスベスト）等の人の健康に被害を生ずる

おそれのあるもので、大気汚染防止法施行令により指定されたものを特定粉じんという。また、

特定粉じん以外の粉じんを一般粉じんという。 

ベイトトラップ法 

糖蜜や腐肉等の誘引餌（ベイト）を入れたトラップ（プラスチックコップ等）を、口が地表面

と同じ高さになるように埋設して、落ち込んだ昆虫を採取する方法。 
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β（ベータ）線吸収方式 

環境大気中の浮遊粒子状物質を自動的に連続測定する方法として、「大気の汚染に係る環境基準

について」（昭和 48 年 環境庁告示第 25 号）及び大気汚染防止法施行規則第 18 条において、光散

乱法、圧電天秤法又はベータ線吸収法を用いることになっている。本調査では、ベータ線吸収法

を用いている。ベータ線吸収法は、低いエネルギーのベータ線を物質に照射した場合、その物質

の質量に比例してベータ線の吸収量が増加する原理を利用する測定方法である。測定機では、ろ

紙上に捕集した粒子状物質にベータ線を照射し、透過ベータ線強度を計測することにより、浮遊

粒子状物質の質量濃度を測定する。 

べき指数(べき乗則) 

an で表される指数関数において、n で表される数値を示す。地上に近い層では風速がべき指数

に従うものと考えられ(べき乗則)、これにのっとって任意高度の風速を推定する。 

ベンゼン（C6H6） 

水に溶けにくく、各種溶剤と混合しよく溶ける。化学式は C6H6、分子量は 78.11、融点は 5.5℃、

沸点は 80.1℃。常温常圧のもとでは無色透明の液体で独特の臭いがあり、揮発性、引火性が高い。

かつては工業用の有機溶剤として用いられたが、現在は他の溶剤に替わられている。大気中の環

境基準は、白血病に対する疫学的な証拠があること、そのことについて閾値がないとされている

ことなどから、年平均値が 0.003mg/m3 以下であることと定められている。自動車用のガソリンに

含まれ、自動車排出ガスからも検出される。その許容限度は大気汚染防止法により１体積パーセ

ント以下と規定がなされている。日本では、労働安全衛生法において特定化学物質、大気汚染防

止法において特定物質、水質汚濁防止法において有害物質に指定されている。 

放射収支量 

地球の大気、地表面は、日射を吸収して温まると同時に、その温度に比例した熱放射を行って

いる。太陽から受ける放射量と地球から出て行く放射量との差を放射収支量という。 

ほう素 

無味、無臭、黒色の固体で、ほう素化合物はガラス、陶磁器、ほうろう、メッキ工業の原材料

などに使用されている。 

ポリ塩化ビフェニル（PCB） 

絶縁油、熱媒体、塗料、インキなど広範囲に使用されていたが、分解性が低く、生体内への蓄

積性が高い。慢性毒性も高く、昭和 49 年に、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化

審法）」で製造、輸入、使用が原則禁止されている。ダイオキシン類対策特別措置法では、ポリ塩

化ジベンゾーパラージオキシン（PCDD）やポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）と構造や毒性が類似

しているコプラナーPCB（PCB の一種）も「ダイオキシン類」として規制の対象としている。 

 

［ま行］ 

μg（マイクログラム） 

１μ g とは、１ g の 100 万分の１の重さをいう。 0.000001g＝ 0.001mg＝１μ g＝ 1,000ng＝

1,000,000pg 

マテリアルリサイクル 

ごみを原料として再利用すること。日本語訳（直訳・意訳）で「材料リサイクル」「材料再生」

「再資源化」「再生利用」などといわれることもある。具体的には、使用済み製品や生産工程から

出るごみなどを回収し、利用しやすいように処理して、新しい製品の材料もしくは原料として使

うことをさす。ごみを燃やし、その際に発生する熱をエネルギーとして利用することを「サーマ
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ルリサイクル（熱回収）」と呼ぶことがあり、これと区別して称される概念。 

 

［や行］ 

誘引送風機 

燃焼ガスの排出及び燃焼用空気の吸入が煙突の通風力だけでは行えないために煙突の前に設置

する通風機のこと。 

有害大気汚染物質 

低濃度であっても継続して摂取しつづけることによって、人の健康を損なう恐れのある物質で

大気の汚染の原因となる物質をいい、平成 8 年５月に大気汚染防止法に対策等が位置づけられた。

特に優先的に対策等に取り組むべき物質としてベンゼン等の 22 物質が定められている。 

有害物質 

大気汚染防止法では、「人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある物質」として、

また、水質汚濁防止法では「人の健康に係る被害を生ずるおそれのある物質」として、それぞれ

政令で指定された物質のことをいう。大気汚染防止法では、カドミウム及びその化合物等５項目、

水質汚濁防止法関係では、カドミウム及びその化合物等 27 項目が有害物質として指定されている。 

有効煙突高 

実際の煙突の排出口の高さではなく補正された排出口の高さのことで、排煙が大気中を上昇し、

最終的に到達する煙軸の高さをいう。排煙は煙突から排出されるときには排ガス速度による慣性

効果や排煙熱量による浮力を持っているため、排煙は煙突から出た後も風に運ばれながら上昇し、

周辺の空気と混ざることで上昇力を弱め最高到達高度に達する。この最高到達高さが「有効煙突

高」である。有風時における煙突の風下の最大着地濃度は有効煙突高の２乗に逆比例するので、

有効煙突高を増すと周辺での着地時の大気汚染物質濃度が低下する。 

要請限度 

騒音規制法又は振動規制法の指定地域において、自動車騒音又は道路交通振動が一定の限度を

超えていることにより道路の周辺の生活環境が著しく損なわれている場合には、市町村長は都道

府県公安委員会に対し道路交通法の規定により措置をとるべきことを要請したり、道路管理者に

対し道路交通振動防止のため道路の舗装、修繕等の措置をとるべきことを要請するものとしてい

る（騒音規制法第 17 条、振動規制法第 16 条）。この限度のことを要請限度という。 

溶存酸素（DO） 

水中に溶けている酸素を示す。溶存酸素量は、汚染度の高い水中では、消費される酸素の量が

多いため少なくなる。また、水温が高いほど、気圧が低いほど、塩分濃度が高いほど酸素量は低

くなる。１気圧、20 度での純水の溶存酸素量は約９mg/L である。きれいな水ほど酸素は多く含ま

れる。藻類が著しく繁殖するときには炭酸同化作用が活発になって過飽和となる。溶存酸素が不

足すると魚介類の生存を脅かすほか、水が嫌気性となって硫化水素やメタン等が発生し、悪臭の

原因となる。  

用途地域 

都市計画法第８条第１項第１号に定める第１種低層住居専用、第２種低層住居専用、第１種中

高層住居専用、第２種中高層住居専用、第１種住居、第２種住居、準住居、近隣商業、商業、準

工業、工業、工業専用の 12 種類の地域区分で都道府県もしくは市町村が決定する。決められた用

途地域ごとに、建築物の用途、高さ、建蔽率の制限などが適用される。騒音に関する環境基準に

おける地域類型では A 地域は住居系の各地域、B 地域は近隣商業、商業、準工業及び工業の各地

域をほぼ該当させている。また、騒音規制法、振動規制法の地域区分も都市計画法の用途地域を
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準用しているところが多く、工業専用地域は騒音及び振動規制法の指定地域から除外されること

になっている。  

 

［ら行］ 

ライトトラップ法 

夜間、光に集まる昆虫を採取する方法で、誘引された昆虫類を収納箱（ボックス）に落とし込

んで採取するボックス法や、白布のスクリーンに光を投射して誘引される夜行性昆虫を採取する

カーテン法がある。 

留鳥 

渡りを行わず、大きな移動を行わない鳥。 

旅行速度 

 ある区間を走行するときの平均速度で、信号停止時間も含む。 

ルートセンサス法 

ラインセンサス法とも呼ばれ、あらかじめ設定したルート沿いに出現する動植物種をすべて記

録し集計する方法。 

レッドデータブック 

野生生物を絶滅の危機的状況に応じてランク付けしたもので、1966 年に国際自然保護連合

（IUCN）により初めて編寡され、その時の表紙が赤であったことから「レッドデータブック」と

呼ばれるようになった。 

全国レベルでは、1989 年に世界自然保護基金日本委員会と日本自然保護協会が「我が国におけ

る保護上必要な植物種の現状」（植物編）を、1991 年に環境庁が「日本の絶滅のおそれのある野

生生物」（動物編）を発行した。その後、環境省はそれぞれの見直し作業を行っており、順次改訂

版を発行している。 

レッドリスト 

環境省では、レッドデータブックの改訂作業に際して、分類群毎にまず絶滅のおそれのある種

のリストを作成し、次に、このリストに基づいてレッドデータブックを編集するという２段階の

作業を実施している。リストは専門家による検討を踏まえ、絶滅の危険性を評価し作成される。

選定された絶滅のおそれのある種のリストを「レッドリスト」と呼んでいる。 

出典：eic ネット（一般財団法人環境イノベーション情報機構） http://www.eic.or.jp/ 
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